
 

 

６月１日（火）、１４日（月） 【２日間】 

児童福祉司１～２年目の職員、児童心理司、一時保護所職員、その他子ども家庭福祉

行政に携わる職員（心理職を含む）【定員６６名】 

児童福祉司（１～２年目職員）として求められる基礎的な知識・スキルを身につけ、

調査・社会診断に基づき、子どもと家庭における課題を把握すると共に、的確なアセス

メントに基づく相談援助・対応等を行うことができる実践的能力の向上を図る。 

特別区職員研修所 

（千代田区神田相生町１番地 秋葉原センタープレイスビル４・５・６階） 

 
 
 
 

６月 時 間 教科目 講師名（敬称略） 

１日 
（火） 

 ９：００ 

～  
１１：００ 

多機関連携【総論】（講義） 
明星大学 人文学部 
福祉実践学科 
常勤教授 川松 亮 

１１：１５ 

～  
１２：３０ 

多機関連携【各論】（講義） 
・学校における児童虐待等への対応 

武蔵野市立第三中学校 職員 

１３：３０ 

～  
１７：００ 

性的虐待の対応（講義） 港区児童相談所 職員 

１４日 
（月） 

９：００ 

～  
１４：４５ 

※昼休憩１時間を
含む 

アセスメント（演習） 大正大学 心理社会学部 
臨床心理学科 
教授 近藤 直司 虐待が子どもに与える影響（講義） 

１５：００ 

～  
１７：００ 

法的対応（講義） 
・児童福祉法第 28 条の申立て 

法律事務所たいとう 
弁護士 吉川 由里 

計 ２日間（１４時間） 
 
 
 
 
 

（問合せ先）特別区職員研修所 教務課 専門研修係 電話０３－５２９８－３９２８ 

児童福祉司(1～2 年目)(第１回) 

※異なるカリキュラムで、第２回を実施します。 

（募集開始と募集締め切りは第１回と同日です。） 

初任者に求められる知識や実践的なスキルを習得できるよう 

カリキュラムを見直しました！ 


